
この度、プロセスガイドラインを改訂しました。
改訂にあたりご協力いただいた皆様には感謝申し上げます。

ガイドラインを広く読んでいただくために、名称を変更し、「ＩＴ経営推進プロセスガ
イドライン」としました。

9月初旬から販売致します。ご活用の程、よろしくお願い致します。
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昨年来、有識者によりＩＴＣ協会が保有しているガイドラインを始めとする
知的資産類の棚卸を致しました。

急いで改訂すべき対象を決め、関係機関（委員会等）に諮問し、了解を得ました。

次のページに知的資産の改定計画について説明します。
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昨年度、ＩＴＣ協会のプロセスガイドラインなどの知的資産の棚卸を実施しました。
棚卸の結果、優先度高く改訂する必要がある知的資産として、

・「ＰＧＬ（プロセスガイドライン）」
・「ＩＴＣ実務ガイド」
を対象としました。

さらに、プロセスガイドライン、ＩＴＣ実務ガイドには、方法論まで記載できないため、
より具体的なケースに対するアプローチの仕方を示すために、「ＩＴ経営アプローチ
事例」を本年度新規に作成します。

また、ＩＴＣ人財の特徴、他の資格の人財等との違い〈差異化ポイント）を、ＩＴＣを活
用する中小企業の経営者や、IT経営推進者や、ＩＴＣ資格を取得しようとされている
方に向けて、「ＩＴＣはここが違う（仮称）」を新規に作成します。

尚、「ＩＴＣ実践力ガイドライン」、「ＩＴ経営のススメ」についても、改訂をする必要性
があります。

これらについては、次年度の対応とします。
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続いて、ＰＧＬの改訂の主旨について説明します。
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Ver.2.0の改訂から5年が経過し、経営環境や、ＩＴの利活用環境、ＩＴ利活用のスタ
イルが大きく変わってきました。

それに呼応して、ＩＴＣの役割も変わりつつあります。ＩＴ経営を推進するためには
より経営の領域に入りこんだ顧客の支援が必要になってきました。

また、ＩＴ環境も大きく変化し、従来のＩＴ化の主流であった「作る」から「使う・利活
用する」という風に変わっています。

従って、ＩＴ経営の推進にあたっては、よりＩＴを戦略的に活用するための経営の意
図、経営戦略を明確にしていく必要があります。

今回のＰＧＬの改訂にあたっては、経営やＩＴの変化を十分にとらえ、経営者やＩＴ
経営推進者に変革の気づきと推進のための道しるべを与えることに力点をおきまし
た。

また、改訂したＰＧＬは、ＩＴ経営の実践に役立つことをねらいにしています。
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今回の改訂の考え方を概説すると次のようになります。

これまでの想定読者としていましたＩＴＣだけでなく、広く経営者をはじめとする一
般の方に読んでいただけるように、できるだけ平易に、ＩＴＣのための専門書として
の色彩をできるだけ薄めました。

ＩＴ経営の意義や、ねらい、効果、並びに経営者の役割の重要性を説き、且つ、
ＩＴ経営の推進には、ＩＴの利活用が不可欠であることを説明しています。

経営変革には、戦略に基づいた業務改革とＩＴの利活用が重要であると訴えてい
ます。

また、ＩＴ経営の推進者や支援者（ＩＴＣ）が、実務でこのガイドラインをうまく活用で
きるように、付表としてPGL全体を鳥瞰し、チェックリストとしても活用できるコンテン
ツを付加しました。

さらに、これまでのＰＧＬには記述していなかったビジネス創造を入れています。

改善・改革に留まらず、ビジネス創造、イノベーションを志向してほしいという思いか
ら記述をしました。
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Ver.3.0の主な改訂点について説明します。

・書籍のタイトルを、「ＩＴ経営推進プロセスガイドライン」としました。ＩＴ経営を広く世
の中に訴求していくために名称を変更しました。

・想定読者を、広く、経営者、ＩＴ経営推進者、ＩＴ経営の支援者（ＩＴＣ）としました。
また、ＩＴ経営を推進する団体、金融機関、公的機関、自治体なども含まれます。

・書籍を記述する際の主語は、従来と同じく企業です。今回、特に経営者とＩＴ経営
推進者の役割を明確にしました。

・ＩＴＣへの言及については、従来よりは記述が減っています。その理由は読者を
経営者、IT経営推進者を主な読者としたためですが、ＩＴＣについては、立ち位置、
役割（IT経営支援者）、専門性、など必要な事項については記述しています。
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Ver.2.0では、プロセス、留意点などを、かなり詳しく記述していましたが、Ver.3.0で
は全体像が大づかみで理解できるレベルの記述にしました。

→ＰＧＬで、すべてのこと事項を網羅することはできません。適宜、ＩＴＣ実務ガイド、
ＩＴＣ実践力ガイドラインなどを参照されることをお勧めします。

引き続き、主な改訂点を説明します。

・プロセスの分解の仕方については、Ver.3.0では、領域、プロセス、ステップの3階

層で分解しています。できるだけ各領域、プロセスが順番に実施されるという見え
方にならないよう工夫しています。ただし、ステップとしているところは順番に実施さ
れることを想定しています。

・Ver.2.0にあったプロセスチャートは、ウォータフォール型のプロセスモデルを想定
させますので、表記を工夫しました。

・留意点についても、特に強調すべき事項に絞って記述しました。

・成果物については、経営の判断が必要なレベルの重要な成果物に限定しました。

・今回あらたに成果も入れました。 ドキュメントだけでなく、活動成果、サービス、
宣言、体制、組織文化などの概念まで含むものとしました。
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次に、ＰＧＬの根幹であるＩＴ経営プロセスの新旧比較について説明します。

なお、Ver.2.0では、IT経営プロセスモデルと表現していましたが、Ver.3.0からは、
ＩＴ経営プロセスと表現しています。
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Ver.3.0では、ＩＴ経営プロセスの全体構成の組み換えと、プロセス等の名称の変更
をしました。わかりやすさに着目して見直しましています。

また、Ver.2.0の経営戦略プロセスから業務改革プロセスを独立させました。経営・
業務の変革の重要性をより訴求するためです。

IT利活用プロセスの配下で3つのステップを順番に実施するようにし、記述内容を
最近のクラウドの活用をはじめとするＩＴ利活用重視の表現に変えました。
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では、なぜプロセスを変えたのかについて説明します。
まずは内容的な面での説明です。

Ver.2.0では、ＩＴ経営実現プロセスで、ＩＴ化にウエイトをおいているような記述の仕
方になっていました。

また、Ver.2.0では、業務改革が経営戦略フェーズの中で、（計画、・準備・実行・評
価）として簡単に触れられているだけでした。

Ver.3.0では、経営課題を踏まえ業務改革の重要性を訴求するために新たに業務
改革プロセスを独立させました。

また、ＩＴ化については自社で独自にシステム導入していくというトーンを薄めて、
クラウドなどのＩＴを利活用を促進していくことが、これからは重要であるというトーン
を強めています。
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続いて、プロセスの表現形式面で説明します。

従来のＰＧＬのプロセスはウォータフォール型のプロセスモデルに見えていました。

今回の改訂で、業務改革プロセスを独立させ、業務改革プロセスとＩＴ利活用プロ
セスが車の両輪のように同時並行的に実施されたり、どちらか一方が実施されたり
ということを明に示し、ＩＴ経営の実態に合わせていくような形にしました。

また、採用するＩＴ化の手法（クラウド、アジャイルなど）の進め方に依存しない、
言い換えると、いろいろ組み替えて実施できるプロセスにしてあります。
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続いて、ＩＴ経営を推進する上で、実行基準となる進め方（プロセス）の記述に関し
て説明します。
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ＩＴ経営実現領域のプロセスの構造とプロセスの流れについて説明します。

左の図がＩＴ経営のプロセスの全体図です。この図は、ＩＴ経営認識領域、ＩＴ経営
実現領域、ＩＴ経営共通領域の全体構造を示しています。

これに対して右の図は、ＩＴ経営実現領域に焦点を当てて、それぞれのプロセスと
関連するプロジェクトの関係、および、プロセスの包含関係を示したものです。

経営戦略プロセスは、業務改革プロセスとＩＴ戦略プロセスを包含しています。
ＩＴ戦略プロセスは、ＩＴ利活用プロセス／ステップを包含した形で流れていきます。

尚、プロセスの実行に当たっては、必ずこの流れ、包含関係に忠実に行う必要は
なく、ＩＴ経営の目的によって実行するプロセスをアレンジしていきます。

なお、ＩＴ経営実現領域の各プロセスにおいて、変革活動を日常業務の中ではなく、
プロジェクトとして立ち上げる場合は、各プロセスの中でプロジェクトを実行します。

プロジェクトの実行評価終了後は、日常業務（プロセス）の中で新しいビジネスや
業務、あるいはＩＴ利活用が行なわれるとしています。
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ここでは、ＩＴ経営の推進（実行）パターンについて説明します。

このページでは、ＩＴ経営の代表的な進め方の例を示しています。この図は、ＰＧＬ
に記載していない参考資料になります。

こ の図のように、プロセスの進め方には様々なタイプがあります。従って、ＩＴ経営
実現プロセスにおいては、ＩＴ経営の目的に合わせてプロセスを選択していきます。

すべてのプロセスを順番に実施していくのではなく、適宜、目的に合わせていくこ
とが肝要です。
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ＩＴ共通領域とＩＴ経営認識領域、ＩＴ経営実現領域の各プロセスがどのような関係
になっているかについて説明しています。

このページの図は、ＰＧＬに記載していない参考資料となります。

・プロジェクトマネジメントは、主に、ＩＴ経営実現領域に関与します。

・モニタリング＆コントロールは、主に、ＩＴ経営認識領域の変革マネジメントプロセ
スとＩＴ経営実現プロセスに関与します。

・コミュニケーションはすべての領域に関与します。

いずれにしても、ＩＴ経営共通領域は多くの領域・プロセスに関与しているといえます。
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続いて、基本原則、すなわち、プロセスを進める上での判断基準について説明し
ます。
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基本原則についての大きな改訂点は、ＩＴ経営の全体に関わる全体共通の基本原
則を設けたことにあります。これは、「ＩＴ経営を成功に導く７つの基本原則」として新
設したものです。

基本原則も、プロセスと同様に、上下で包含関係になっています。

Ver.2.0と同じく、Ver.3.0でも、各領域、プロセス、ステップにも基本原則を設けてい
ますが、基本原則の表現方法、掲載位置、重複の排除など手を入れています。

なお、Ver.2.0での基本原則は、「～重要である。」、「～必要である。」、「～なけれ
ばならない。」と言った表現でしたが、Ver.3.0では「～する。」と言った表現に統一し
ました。

これは、ＩＴ経営を推進するにあたり、その企業に基本原則を示して、「～できてい
ますか。」と質問形式に置き換えて問うことができるようにするためです。

ＩＴＣの仕事の中でも、ＩＴ経営が出来ているかどうかのチェックツールとして活用す
ることを想定して、表現の仕方を統一したものです。
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ＩＴ経営を成功に導く基本原則を設けるにあたり、別本のITC実践力ガイドラインに
掲載されていた「良い経営を行うための７つの視点｝を取り込み作成しました。

Ver.3.0ではIT経営全体の基本原則として位置づけました。
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第一部の「ＩＴ経営を利活用して事業を成長させる」は、経営にＩＴを利活用すること
の重要性と、ＩＴ経営についての考え方を理解してもらうために記述しています。

19



第１部の改訂ポイントは、次の通りです。

・ＩＴ経営の定義を、見直しました。次ページを参照ください。

・経営者、ＩＴ経営推進者とＩＴ経営支援者（ＩＴＣ）の役割を明確にしました。

・ＳＰＤＬＩ経営サイクルの重要性を訴え、ＩＴ経営とイノベーションの関係を説明しま
した。戦略経営サイクル、イノベーション経営サイクル両方で必要な観点で、外
部環境のモニタリング＆コントロールまで含んだ概念として整理しています。

・プロセスとそれに関与するプロジェクトの関係を記述しました。

・また、Ver.2.0では、経営の成熟度、ＩＴ経営の成熟度、ＩＴ化の成熟度、ＩＴ環境の
成熟度という4段階の成熟度を設定していましたが、ＩＴ経営の成熟度に統一しま
した。

・セキュリテイ・リスクマネジメントの項で、特にリスクマネジメントに言及しました。
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ＩＴ経営の定義を見直し、次のように表現しました。

「ＩＴ経営とは、経営環境の変化を洞察し、戦略に基づいたＩＴの利活用による
経営変革により、企業の健全で持続的な成長を導く経営手法」としました。

経営環境の洞察、経営変革がキーワードです。
Ver.3.0では、改善・改革という用語ではなく、変革という用語を多用しています。
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続いて、第2部：ＩＴ経営認識領域（旧ＩＴ経営認識プロセス）について説明します。
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第2部のＩＴ経営認識領域の主な変更点は次の通りです。

・ＩＴ経営全般、特にＩＴ経営認識領域に経営者が深く関与していく必要があることを
強調しました。経営者の方々には、ぜひ、本書の１部、2部を読んでいただきたいと
思います。

・呼称変更が2点あります。

・まず、Ver.2.0では、IT経営変革フェーズと呼んでいたところを、Ver.3.0では、IT経営

認識プロセス（Ａ１）、変革マネジメントプロセス（Ａ２）、持続的成長認識プロセス（Ａ
３）の３つのプロセスに変更しました。構成と位置づけは変わりません。

・是正認識と言う言葉から、本来行うべき前向きの（攻めの）変革という趣旨が伝わ
らないため、変革マネジメントプロセスと改称しました。

・また、変革マネジメントプロセスでは、外部環境変化をとらえるモニタリング要素も
組み込んでいます。
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続いて、第3部のＩＴ経営実現領域（旧：ＩＴ経営実現プロセス）について説明します。
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第3部のＩＴ経営実現領域の主な変更点は次の通りです。

・ここでは、まず、プロセスとプロジェクトの関係を明確にしました。
ＩＴ経営実現領域は、経営戦略プロセス（Ｂ１）、業務改革プロセス（Ｂ２）、ＩＴ戦略プロセス（Ｂ
３）、 ＩＴ利活用プロセス（Ｂ４）の4つのプロセスで構成されています。それぞれのプロセス
から派生するプロジェクトについて記述しています。プロジェクトは、各プロセスの戦略を具
体化し、有期限で具体的な成果物を目的として遂行されると定義しています。日常業務に
おける経営活動と有期限のプロジェクトの違いを明確にして記述しています。

・経営戦略プロセス（Ｂ１）の位置づけも変更しています。Ver.2.0版の経営戦略プロセス（Ｂ
１）は、戦略策定と計画・準備・実行および評価という位置づけでしたが、Ver.3.0版では、業
務改革プロセス（Ｂ２）、ＩＴ戦略プロセス（Ｂ３）、ＩＴ利活用プロセス（Ｂ４）という構成にしまし
た。

・業務改革プロセス（Ｂ２）を新たに追加しました。
Ver.2.0版では、経営戦略からＩＴ戦略策定、経営戦略実行（プロセス改革含む）と流れてき
ましたが、ＩＴ利活用プロセスはビジネスおよび業務改革ありきで進められるべきものである
ことから業務改革プロセスを追加しました（ビジネス創造、業務改革の必要性を明確にし
た）。-また、ビジネス・業務改革のための実証実験や新たな業務開発へのチャレンジにつ
いても盛りこみました。

・ＩＴ戦略プロセス（Ｂ３）とＩＴ利活用プロセス（Ｂ４）の分離
⇒ＩＴに関する全体を統制するプロセスとＩＴの利活用プロセス（Ｂ４）を明確化することで、そ
れぞれから実行されるプロジェクトの特徴を記述しました。

・ＩＴ利活用プロセス（Ｂ４）におけるステップの分離
⇒ＩＴを利活用し成果を確認するまでを資源調達、導入、サ－ビス利活用の３つのステップ
に分けて記述するとともに、ＩＴ導入の内容を企業側の観点で、単純化しています。
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続いて、ＩＴ経営共通領域（旧：ＩＴ経営共通プロセス）について説明します。
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第4部のＩＴ経営共通領域の主な変更点は次の通りです。

Ver.2.0からプロセスマネジメントというタイトルを削除した以外、3つのプロセスの
名称は同じですが、内容は全て書き変えて新しい考え方を導入しています。

・プロジェクトマネジメント（Ｃ１）では、プロジェクト単体のマネジメントではなく、ＩＴ経
営を実現するため、各プロセスから発生する複数のプロジェクトに対する統制（マネ
ジメント）について記述しました。具体的には、「プログラムマネジメント」や、「ＰＭＯ
機能」に近い概念を導入しています。

・モニタリング＆コントロ－ル（Ｃ２）では、ＩＴ経営の推進において持続的成長を遂げ
るためには、ＳＰＤＬＩ視点で、全領域のモニタリング＆コントロ－ルが必要となること
を記述しました。また、ＩＴ経営認識領域では外部要因に対するモニタリング（変革マ
ネジメントプロセス）の必要性を記述ました。ＩＴ経営実現領域ではＰＤＣＡ視点で経
営目標とＫＧＩ／ＫＰＩをモニタリングし、コントロールすることを記述しています。
Ver.2.0のモニタリング＆コントロールより、幅広い概念となっています。

・コミュニケ－ション（Ｃ３）では、ＩＴ経営を実現するために、ステークホルダー毎、各
局面毎でコミュニケーションタイプが異なることを記述しました。基本原則には、効
果的なコミュニケーションのための論理的コミュニケーションなどを記述しています。

コミュニケーションの個別技法の記載はＰＧＬの主旨になじまないことからＰＲＡＭや
ＤＤＭ等の説明は削除しています。
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プロセスガイドラインの全体を鳥瞰したり、ＩＴ経営を推進する上でチェックリスト的
に使っていただくために、 Ver.3.0では付録を新規に作成しました。

ぜひご活用ください。
次ページ以降に付録を添付しています。
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ここでは、付録などの構成について説明します。
大きく、付録、参考資料、用語解説から構成されています。
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付録１は、ＩＴ経営プロセスの概要です。
ＩＴ経営プロセスの各領域、プロセス、ステップ（B4のみ）の内容を概説しています。

30



付録２は、IT経営プロセスとそこで得られる成果物、成果について一覧化したもの
です。どこのプロセスで何が成果物、成果として得られるかが一覧できます。
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付録３は、成果物の概要です。
それぞれの成果物、成果の概要について説明しています。
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付録４は、基本原則の一覧表です。

各領域、プロセス、ステップ（B4のみ）の基本原則を一覧化したものです。
ＩＴ経営が推進できる組織であるかどうかを問うチェックリストとしても活用できます。
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最後に、用語集をつけています。
最近の経営関連用語、IT関連用語の内容確認に活用下さい。
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以上で、ＰＧＬVer.3.0の改訂のポイントについての説明を終わります。
ぜひ、今後のＩＴ経営の支援活動にご活用ください。
よろしくお願いいたします。
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